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資料６



１ 地域がん登録について

次の理由により、地域がん登録は令和８年度末で終了する方向性で検討している。

 全国がん登録及び院内がん登録情報の更なる利活用に向け、全国がん登録項
目の拡充や院内がん登録データベースと公的データベースの連結を可能とする
こと等が進められており、地域がん登録との差異が少なくなってきたこと。
（次頁参照）

 全国がん登録でも地域がん登録とほぼ同様の情報が収集されている中、同様
の情報を二重に予算や手間を掛けているため、県としては、地域がん登録の取
り扱いを見直し、全国がん登録への集約化を進めていく判断に至ったこと。

1

 地域がん登録の独自収集項目であったTNM分類及び死亡場所について、それぞれ令和10年診断、
令和９年診断以降の収集が決定



２ 全国がん登録情報及び院内がん情報の更なる利活用に向けた整備
令和７年度検討・結論等

（がん登録推進法、全国がん登録情報の利用マニュアル）
概要
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３ 地域がん登録終了による影響への対応について
地域がん登録を終了による影響を考慮し、今後、次の対応を検討していく。

 がん登録データの研究利用は、地域がん登録から全国がん登録のデータに変
更することで、これまでと同等のデータの利活用が可能 

 これまで収集してきた地域がん登録情報（過去データ）は、今後も研究利用
が可能となるよう検討を進める。

 地域がん登録を利用した精度管理事業は、既存の地域がん登録データを用い
ることで令和９年度までは継続可能。令和10年度以降は全国がん登録へ切り替
え、従来と同様に事業を継続できるよう、必要事項を国に要望するとともに、
実施市町村と今後調整を進めていく。
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